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Eﬀectiveness for improvement in dietary habits by fatty acid intake method.

































































Deta: mean�SD, *p<0.05 vs ����
（㎝） （㎏） （㎏ /㎡）




















































































































































カラム：J&W 社製 DB-WAX、P/N122-7032（30 m
× 0.25 mm）
カラム昇温条件：100℃（1 min）→ 20℃/min →































































































































島根女子短期大学紀要第 45号（2007 年）－ 6 － 籠橋　有紀子１　橋本　龍樹２　大谷　浩２　名和田　清子１：脂肪酸摂取法の違いによる食生活改善における有効性の差異について
３）血液生化学検査の結果
　中性脂肪の値は、魚介類摂取群において、有意






















　3月間 n-3 系多価不飽和脂肪酸の DHA を、3種類
の方法で摂取し続けた場合、非摂取群と比較して赤

































る（Bratman S ＆ Kroll D, 2000） （Simopoulos A, 
2002）、あるいは糖尿病の予防に重要であると注目
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